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『今を変えなければ、未来は変わらない』 

 

富士市青少年相談センター 所長 川口 壽彦 
 

もう７年前になりますからちょっと前の話です。日本中が沸いたラグビーワールドカップ・イン

グランド大会での日本代表の試合をテレビの前で大騒ぎしながら見ていました。その４年後の日本

開催における日本代表の戦いぶりにも再度感動を覚えました。イングランド大会で一躍人気者にな

った五郎丸歩選手について書かれたものを読んでいて、自分自身の中に深く入ってきて感動を覚え

たものがありました。それ以来、新しい役割を任されたときや何か事を始めるとき、さらには自分

自身への自戒を込めて、常にその言葉や文章を思い返すようにしています。常に誰の心の中にも持

っていたいし、自分自身や組織を高めていくために必要で大切なことだと考えています。私が読ん

だものには下記のようなことが記してありました。抜粋してここに紹介します。 

 

『今を変えなければ、未来は変わらない』 

五郎丸選手が「衝撃を受けた。今でも大切にしている言葉。」と語るのがこの言葉。元日本代表

ヘッドコーチであるジョン・カーワンの言葉だといいます。ホワイトボードに「過去・今・未来」

と書かれていたある日のミーティングで、「過去は変えられるか？」と問われた五郎丸選手は「変

えられません。」と答えました。続いて「未来は変えられるか？」と問われ、今度は「変えられま

す。」と答えました。するとジョン・カーワンが言ったのがこの言葉だそうです。「違う！お前が変

えないといけないのは、今だ！今を変えなければ、未来は変わらない！」それからはこの言葉を大

切にして、『今』という一瞬一瞬を大事に生きているのだそうです。 

当時から五郎丸選手は、有望視された選手で日本代表合宿に呼ばれはするもののなかなかレギュ

ラーとしての出場機会はなく、いまひとつ何かに欠ける選手だったようです。その後も五郎丸選手

は、時計メーカーの CMでも「未来を変えられると人は簡単に言う。でも違う。今を変えない限り、

未来は変わらない。」と力強く言っていました。この言葉を思い出すたびに、五郎丸選手からは、

「今、おまえは、この一瞬に全力を尽くしているか？」「もがきながらも、前に進もうとしている

か？」と問いかけられているように感じます。五郎丸選手の言葉は、『未来は“今”の積み重ねで

ある。』ということを意識しながら『今』を大事にして生きていくことの大切さを訴えています。

『今』を変えることにはとても労力も勇気も必要です。でも、戦いに敗れて次に向けてもがいてい

る時こそ、力を付けて強くなっていく過程だとも思っています。だから、今日はうまくいかなくて

も、もしかしたら明日はうまくいくかもしれない。だからこそ、「何ができたか。」ということより

も、その過程で「何をしてきたか。」その時、その一瞬に自分はどうであったかと自問し振り返っ

ていくと何か新しい自分自身の出現を感じることができたような気がしてきます。何回も何回も挑

戦して壁にぶつかって、それでも次の光が見えてこない時には、「だめならいったん逃げてみて…」

作戦を立て直したり、振り返ったりしてみるのもいいことだとも思います。 

また、別の本にはこうも記してありました。「人を大切にする集団は必ず好循環を生み出し、強

くなるだけでなく人々に愛され、憧れの集団になるのだと思う。」 

私たちが目指すものがここにもあるように思います。 

富士市青少年相談センター 
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◇◇◇ 富士市青少年指導委員会から ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

コミュニケーションの必要性 

今泉班 三井 壽秀 

私は、現在農業の仕事をしています。そのきっかけは、おいしいブロッコリーとの出会い。そしてそ

の野菜の名前は、「スティックセニョール」。なんておいしいんだ。こんなにおいしいブロッコリーを自

分たちだけで食べるのはもったいない。自分で作ってみよう。という思いに突き動かされました。 

そのころの野菜の苗はホームセンターで購入し、もっぱら家庭菜園で栽培して家庭消費する人が大半

で、一般的なブロッコリーも輸入品が多く、主に茎の部分を食べるスティックセニョールをスーパーな

ど店頭で見かけることは全くありませんでした。この野菜をもっと多くの人に知ってもらい、多くの人

に食べてほしいと思った私は、３０年近く勤務した会社を早期退職し、まったく経験のない農業に従事

することになりました。 

野菜をつくるのも毎日試行錯誤の連続で、生きものを育てることと共通点があると思います。光がほ

しいの？水がほしいの？窒素、リン酸、カリウムなどの栄養が足りてないの？など、野菜とコミュニケ

ーションをとり、種や苗から育てる過程でどのようにしたらおいしい野菜ができるか、真剣に向き合う

ことでより良い作物ができることが分かってきました。 

自分で栽培した野菜の販路についても自らレストランに出向いて実際に食べてもらってからメニュ

ーに取り入れてもらったり、イベントがあれば野菜を直接対面販売して野菜のおいしさをアピールした

りするなどいろいろ経験し、お店の人や消費者の人々とその都度コミュニケーションを図ってきました。 

時代の変化もあり、現在は産直や地場産野菜を扱うスーパーもできたため、スティックセニョールの

生産者が増え、自家栽培した他の野菜も店頭で見られるようになったことは私にとって嬉しい限りです。 

青少年指導委員の会員をつとめて７年目となる私が現在コミュニケーションを図っているのは近所

の小学生です。日中、畑で仕事をしていると低学年の子どもが「こんにちは、ご苦労様です！」と向こ

うから声を掛けてくれます。声を掛けられた私はとても嬉しくて、腰が痛い作業も癒された気分になり

ます。 

わが家の息子たちが小学生の当時、通学の際の名札が廃止されました。名札の名前を呼ばれた児童が

不審者に呼び止められ連れて行かれる事件に巻き込まれたことが発端となったと記憶しています。 

学校現場での指導もあり、学校に行き帰りに名前を呼び合う声掛けも少なくなっているのでしょうか。

何かと物騒な近頃は大切な子どもたちの安全を守るためには地域ぐるみの見守りが重要な役割をもっ

ていると考えます。自分を振り返っても顔見知りではない人にはあいさつも躊躇してしまいがちですが、

地域でたまたますれ違った子どもからの「おはよう」「こんにちは」などのあいさつで気持ちが和みま

す。 

日ごろのちょっとした声掛けはそこから会話が始まるきっかけが生まれる可能性もあり、日々の暮ら

しが豊かになるツールとして努めてコミュニケーションを図っていこうと思います。 

 

 

 

 

 

◇◇◇ 若者相談窓口「ココ☆カラ」 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

令和３年度は、138 件の新規相談、1,262 件の継続相談、合計 1,400 件の相談活動を行いました。

新規相談の 138 件の内、年代別では、10 代後半が 69 件（50％）、20 代が 41 件（30％）でした。ま

た、内容別では、就労支援が 46 件（33％）、学業・進路が 38 件（28％）でした。相談者の状況別

では、不登校が 31 件（23％）、ひきこもりが 15 件（11％）でした。また、居場所として「ココ☆

カラ」や教育プラザを利用した延べ人数は 2,857 人でした。 
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令和 3 年度利用者の状況 

 

小学生     １６人 

中学生 １年生 ２５人 

    ２年生 ２２人 

    ３年生 ２５人 

 

合 計     ８８人 

◇◇◇ ステップスクール・ふじ通信 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

不登校の原因は無気力？ 

主任相談員 田中 亘 

 定年退職後、青少年相談センターで再雇用され、相談員として２年目を迎えました。昨年度、不

登校に関する相談件数は 149 件、｢ステップスクール・ふじ｣を利用した児童生徒数は 88 名でした。

この数字は前年度を上回るもので、過去最高を更新する結果となりました。重要なのは、この数字

だけではありません。この数字の裏には、子どもが不登校なのにどこにも相談できない家庭、家か

ら外に出ることができず、｢ステップスクール・ふじ｣を利用できない子どもが、この何倍も存在す

るということです。すでにマスコミ等で報道されているように不登校は増加傾向にあるということ

が実証されたと考えています。 

 では、なぜ不登校が増加傾向にあるのでしょうか。いじめ等、人間関係のトラブルが原因である

ケースは大幅に減少しています。その代わりに、理由がはっきりしないケース、本人もよく分から

ないケースが増加しています。統計上、そのようなケースをひとくくりにして｢無気力｣と表されて

いることが多いと思うのですが、本当に｢無気力｣なのでしょうか。｢無気力｣と簡単に片付けてしま

ってはいけないのではないでしょうか。｢理由がない｣と聞くと、子どもが怠けているようにとらえ

がちで、子どもを叱りつけてしまう保護者がほとんどだと思います。また、第三者から見れば、そ

の子ども自身や親の子育てに問題があったかのように考えてしまいます。しかし、実際には子ども

の個性や育った環境、新型コロナウイルス等を含めた様々な要因が複雑に絡み合ったり、小さな問

題が積み重なったりして起こっているのだと思います。そして、結果的に｢無気力｣という形でしか

説明できないのかもしれません。 

 

現在の社会では大人ですら、ある日突然、引きこもりになってしまうケースが少なくありません。

ましてや子どもならば、不登校は特別なことではなく、いつでも誰でもどの学校でも起こる(発生

する)可能性があると考えるべきです。しかも不登校は、長引いたり、繰り返されたりする傾向に

あります。ならば、周囲の大人たちはどうしたらよいのでしょうか。子どもが不登校になった場合、

学校や家庭では｢これからどうするか｣ということを考え、子どもが学校へ行きやすい環境や条件を

整えようとすると思いますが、それだけで十分でしょうか。困難をともなうことですが、｢どうし

て不登校になってしまったのか｣、起こった事実やそれに対する本人の思いとじっくり向き合う時

間が必要ではないかと考えています。私は、大人でも子どもでも小さな生きづらさが積もり積もっ

て、不登校(引きこもり)という形になってしまうのではないかと考えています。辛いことですが、

そこから目をそらしてしまったら、本当の克服は有り得ないと思います。自分が抱えている生きづ

らさが何なのかしっかり考え、その生きづらさを周囲の人間が理解することが必要ではないでしょ

うか。 

 最後に、｢ステップスクール・ふじ｣は、学校復帰の促進や欠席による学習の遅れを補填する場所

ではなく、子どもたちが社会で自立するための支援をする場所であり、子どもにとって居心地の良

い場所でありたいと考えています。様々なストレスで疲れた体と心を癒しつつ、次への英気を養う

時間をここでたっぷりとってほしいと考えています。 

職員紹介 

所   長：川口 壽彦 
統 括 主 幹：鈴木 弘之 
主   査：芦澤 歩美 
主任相談員：田中 亘 
青少年相談員：山田 馨、石井 邦芳、関 美千代 
〃  育成員：磯野 和彦 
〃  指導員：竹田 文美、山本 美佐枝 
〃 ｻﾎﾟｰﾄ員：佐野 倫子、佐々木 路子 

学校ｻﾎﾟｰﾄ支援員：武井 幸治、守谷 実 
業務補助員：松田 敏明 
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☆☆☆ 電話相談集計 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 

「ほっとテレフォン・ふじ」受信状況(令和３年度) 
 
１ 総受信件数(令和３年４月から令和４年３月まで) 

受信件数（１１６件）    業務日数（２４３日） 
 
２ 曜日別受信状況 

 月 火 水 木 金 計 

件 数 ２１ ２３ ３２ １８ ２２ １１６ 

日 数 ４６ ５０ ４８ ４９ ５０ ２４３ 
 
３ 時間帯別受信状況 

時間帯 ９ 時 10 時 11 時 12 時 13 時 14 時 15 時 16 時 時間外 計 

件 数 １４ １８ ２２ ４ １５ ２２ ２１ ０ ０ １１６ 
 
４ 通話時間別受信状況 

時 間 10 分以内 10～20 分 20～30 分 30 分以上 計 

件 数 ９２ １６ ４ ４ １１６ 
 
５ 学校，その他・男女別受信状況 

 小学 中学 高校 他の
学生 有職 無職 保護者 祖父母 一般 層不明 計 不明 

(無言) 

男 １ １ ４ ０ １ １ ２ ０ １ ５ １６ 
５０ 

女 ３ １ １ １ ０ ０ ３４ ０ ５ ５ ５０ 

計 ４ ２ ５ １ １ １ ３６ ０ ６ １０ １１６ 
 
６ 学校，その他・内容別受信状況 

 小学 中学 高校 
他の 
学生 

有職 無職 保護者 祖父母 一般 層不明 計 

Ａ学校生活 ３ １ ０ ０ ０ ０ ９ ０ ０ ０ １３ 

Ｂ対人関係 １ ０ ３ ０ ０ １ ２ ０ １ ０ ８ 

Ｃ進路適性 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

Ｄ非社会的 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １９ ０ ０ ０ １９ 

Ｅ心身発達 ０ １ ２ ０ １ ０ ４ ０ １ ０ ９ 

Ｆ反社会的 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５０ ５０ 

Ｇそ の 他 ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ４ １０ １７ 

計 ４ ２ ５ １ １ １ ３６ ０ ６ ６０ １１６ 
 

７ メール相談（時間帯別受信状況） 

時
間
帯 

０
～
６
時 

６
～
８
時 

８
～

10
時 

10
～

12
時 

12
～

14
時 

14
～

16
時 

16
～

18
時 

18
～

20
時 

20
～

22
時 

22
～

24
時 

合

計 

件数 ０ ０ １ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ４ 
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☆☆☆☆ 補導状況集計 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

令和３年度 青少年指導委員による補導状況（４月～３月） 

学識別 

 

行為・区分 

学生・生徒 
有

職

少

年 

無

職

少

年 
合

計 

小

学

生

中

学

生

高

校

生

そ

の

他

の

学

生

小

計

行 
 

為 
 

種 
 

別 

飲 酒 
       

喫 煙 
       

深 夜 徘 徊 
       

不 良 交 友 
       

怠 学 ・ 怠 業 
       

シ ン ナ ー 等 薬 物 乱 用 
       

不
健
全
娯
楽 

ゲームセンター入場 
       

パ チ ン コ 店 入 場 
       

その他風俗営業入場 
       

暴 走 行 為 
       

自転車二人乗り・無灯火 
  6 5 11  11 

(1) (1) (1)

危 険 な 遊 び 
       

そ

の

他 

帰 宅 
 4 64  68  68 

(11) (11) (11)

マ ナ ー 
  6 2 8  8 

そ の 他 
 7 22 9 38  38 

(6) (3) (9) (9)

合  計 
 11 98 16 125  125 

(18) (3) (21) (21)

措置区分 

声掛け（注意・指導） 
 11 98 16 125  125 

(18) (3) (21) (21)

家庭･学校･職員等連絡 
       

警察・派出所等連絡 
       

他機関への連絡・通告 
       

※( )は女子で内数 
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街頭補導日誌（要約） 令和４年２月～４月 

元 吉 原 班 ３月24日(木) 
東田子の浦駅駐輪場周辺、吉原駅北口、南口及び地下道の見回りを

行った。駐輪場の街路灯が故障していたので道路維持課に連絡した。 

浮 島 班 ４月21日(木) 
まちづくりセンターで情報交換した後、浮島緑地公園、江尾公園や

コンビニを巡回した。駐在さんが同行してくれたが異常なし。 

須 津 班 ３月24日(木) 
春休み中だが小中高校生と会うことはなかった。須津川沿いの桜並

木で柵やガードレールが無い箇所があるので、気をつけて夜桜見物し

てもらいたい。 

吉永第一班 ４月７日(木) 
まちづくりセンターでミーティングをして小学校、お寺・神社など

を巡回した。消し忘れたと思われる照明を発見し、氏子総代に知らせ

た。若者の問題行動はなかった。 

吉 永 北 班 ４月12日(火) 
まちづくりセンターにてミーティング後、公園・神社を中心にパト

ロール実施。公園内でランニングしている若者に声を掛けたが成人男

性であった。その他、特に問題はなかった。 

原 田 班 ４月28日(木) 
まちづくりセンターに集合し、情報交換を済ませてから巡回実施。

学校帰りと思われる高校生とすれ違ったが問題行動なし。 

富士見台班 ４月８日(金) 
公園、コンビニ、ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭｰなどを巡回した。親子連れは見かけた

が子ども達だけで行動している姿はなく問題なかった。 

神 戸 班 ４月22日(金) 
さんどまき公園、ふれあい公園や通学路などを巡回。ウォーキング

をしている成人とはすれ違ったが、未成年は見かけなかった。 

青 葉 台 班 ３月24日(木) 
小学校との情報交換の後、巡回を実施。ふれあい公園のベンチ周辺

はきれいで、その他の公園やコンビニなどで子ども達に会うことはな

かった。 

今 泉 班 ３月22日(火) 
青パトでパトロール。大型店舗や公園などを中心に地区全体を巡回

した。北は駿河台変電所、南は依田橋町、国道１号バイパス高架下ま

でパトロールしたが、特に問題なし。 

吉 原 班 ３月24日(木) 

まちセン→津田→高島一大和町→御幸町交番→荒田島を巡回。津

田・荒田島方面は街灯が少なく、暗さを感じた。交番で情報交換を行

い、店舗の外でたむろしている若者が目立つようなので巡回すること

にする。 

伝 法 班 ４月７日(木) 
東名インターや大月線沿いを巡回したが、声掛けすることなく、パ

トロールを終了した。 

広 見 班 ４月14日(木) 
まちづくりセンターに集合。広見交番へ情報収集のため立ち寄り、

商店街の巡回を行ったが、子ども達と会うことはなかった。 

大 淵 班 ３月30日(水) 
交番から地域としては特に問題となるような情報提供は無し。通常

補導箇所を巡回点検したが、特に変わった様子はなかった。地区内の

電源が入っていない有害ビデオ自動販売機の早期撤去を望む。 

丘 班 ３月２日(水) 
スポーツ公園の桜が咲き始め、良い季節になってきた。地区内の巡

回では、特に問題はなかった。 

鷹 岡 班 ４月６日(水) 
鷹岡まちセン→富士西公園→水道山公園→SL 入山瀬公園の順でパ

トロール。若者の問題行動はなかったが、SL 入山瀬公園のタバコの

吸い殻の散乱が気になった。 

天 間 班 ３月24日(木) 
班員との情報交換の後、富士西公園含む４公園やコンビニ数軒を巡

回したが問題なく終了。 

岩 松 班 ４月21日(木) 
まちづくりセンターに集合し、情報交換や連絡事項の確認をしてパ

トロール開始。空き家や空き地が分譲地となり家が建てられ、少し安

心した。 
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岩 松 北 班 ４月13日(水) 
車２台にて北方面と南方面に分かれ、地区全体を巡回。北は岩本山

公園や湯沢平団地、南は実相寺や四ツ谷公園などを中心に巡回したが

青少年に会うことはなく、特に異常はなかった。 

富士第一班 ４月21日(木) 
まちづくりセンターで情報交換の後、巡回実施。小雨模様で、富士

駅周辺及び商店街は人通りが少なかった。若年者に会うことがなく、

特に問題はなかった。 

富 士 北 班 ３月24日(木) 
まちづくりセンターに集合し、中央小学校、米之宮公園及びドン・

キホーテ駐車場周辺を巡回した。特に異常は見られなかった。 

富士駅南班 ４月８日(金) 
駅南第一公園、第二公園、富士駅周辺を徒歩で巡回。公園はきれい

に清掃されていた。無灯火自転車に対して声掛けした。 

富 士 南 班 ４月20日(水) 
まちづくりセンターに集合し、小中学校の校庭内や子どもクラブ・

幼稚園周辺、神社、新幹線側道等を巡回したが、特に問題はなかった。 

田 子 浦 班 ３月24日(木) 
徒歩でみなと公園を含む６公園、新富士駅、ふじさんめっせ、小・

中学校をパトロールした。青少年に会うこともなく、特に異常がなか

った。 

松 野 班 ４月８日(金) 
まん延防止等重点措置が解除され久しぶりの巡回。新たに開店した

ウエルシア新松野店や小中一貫校となった松野学園周辺をパトロー

ルしたが異常なし。 

女性第一班 ４月９日(土) 
中央公園の駐車場はロゼシアターで催し物があるようで混んでい

た。小中高校生同士で遊ぶ姿はなく、ゲームセンターの方も青少年の

姿はあまりなく問題行動は見られなかった。 

女性第二班 ４月16日(土) 
原田公園→竹取公園→比奈公園を巡回し、気になるところは写真付

きで報告。公園の人出は少なく落ち着いた様子だった。 

女性第三班 ３月26日(土) 
雨天のため、主に店舗巡回を実施。感染症対策を徹底しながら、ホ

ビヨンやドン・キホーテの店内を巡回した。家族連れなど賑やかな様

子で、特に問題はなかった。 

女性第四班 ３月26日(土) 
富士川楽座を巡回。まん防が解除され、悪天候の中でも大型バス等

が多く、観光客で盛況だった。人目のつかないトイレや階段等注意し

て巡回したが特に問題はなかった。 

学 校 

サ ポ ー ト 
３月18日(金) 

中学校卒業式巡回サポート。その他、ラウンドワンなど遊戯施設２

か所の巡回を実施した。 

 

 

６月～８月の行事予定  

 １(水) 
富士市青少年相談センター 

運営協議会 
 ４(月) 補導措置会議  ２(火) 補導措置会議 

 ３(金) 臨床心理士来所相談  ８(金) 臨床心理士来所相談  ４(木) カウンセリング講座12(金)23(火) 

 ６(月) 補導措置会議  11(月) カウンセリング講座19(火)25(月)  13(土) 若者サポーター養成講座 

６ 11(土) 家族会 ７ 12(火) 不登校対策連絡会 ８ 13(土) 家族会 

  フォローアップミーティング  15(金) 県内一斉立入調査   フォローアップミーティング 

  吉原祇園祭祭典補導～12(日)  16(土) 家族会  19(金) 青少年対策連絡会 

月 14(火) 臨床心理士来所相談 月  フォローアップミーティング 月 23(火) 薬物乱用対策相談員研修会 

 17(金) 青少年対策連絡会  21(木) 臨床心理士来所相談    

 27(月) カウンセリング講座  24(日) 富士まつり祭典補導    

 28(火) 臨床心理士来所相談  29(金) 保護者教室    
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～青少年相談センターはこんな仕事をしています～ 
 

１ 相談事業 

面接相談  

○ 学校生活や進路に関すること 

○ 不登校に関すること 

○ いじめや友人関係に関すること 

○ 養育や生活態度・性格に関すること 

○ 非行や性の悩みに関すること 

○ その他青少年に関すること 

【受付時間】９：００～１６：３０ 

       （土日祝・年末年始を除く） 

  事前に相談センターに申し込んでください。 

 

電話相談 

学校生活や友人関係、進路、非行や不登校等、 

青少年に関する電話相談やメール相談 

  「ほっとテレフォン・ふじ」 

９：３０～１６：３０（土日祝・年末年始を除く） 

電話 0545(51)3741 またはメールで 

e-mail：ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp 

 

「ステップスクール・ふじ」 

不登校児童生徒に時間と場所を提供し、一人

一人に応じた支援を進める中で、児童生徒が

自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立

していくことを目指します。 

【利用時間】８：００～１８：００ 

○ 自律性と社会性を育てるために 

・創作活動  ・自主学習  など 

○ 人間性を育てるために 

・ゲーム ・スポーツ ・調理実習など 

 

臨床心理士来所相談      

月２～３回臨床心理士の先生に、子育てや発

達についての悩みを相談することができます。  

予約制ですので、日程及び申し込みについて

は、青少年相談センターまでお問合せください。 
 

保護者教室 

お子さんが学校に行くことができずにいる

保護者さんが集まって、悩みや不安を共有した

り、情報交換をしたりする会です。不登校の家

族の会の方の経験談も聞くことができます。 

日程につきましては、青少年相談センターま

でお問合せください。 

 

２ 青少年非行防止事業 

○ 青少年指導委員会 

○ 青少年健全育成活動 

○ 環境浄化活動 

 

３ 子ども・若者育成支援事業 

富士市若者相談窓口「ココ☆カラ」 

概ね中学校卒業から３９歳までの、ニート、

ひきこもり、不登校など社会生活に困難を抱え

る若者とそのご家族の支援を行っています。 

【受付時間】９：００～１７：００（火～土曜日） 

(祝日・年末年始を除く) 

住所 富士市八代町 1 番 1 号 

富士市教育プラザ内 

電話 0545(55)0562 

e-mail：f-wakamono@chive.ocn.ne.jp 

 

富士市青少年相談センター 

住所 富士市八代町 1 番 1 号 

富士市教育プラザ内 

電話 0545(52)4152 

FAX  0545(52)3737 

e-mail：ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp 
 

●富士警察署北側 

●岳南電車ジャトコ前駅より徒歩２分 

mailto:ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp
mailto:f-wakamono@chive.ocn.ne.jp
mailto:ky-soudan@div.city.fuji.shizuoka.jp

